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「奨学金等の目的とは」 

理事 山田 修司 

先日、奨学金を支給する団体と奨学金

の支払いを滞納していた方との話し合い

の場にいたのですが、滞納の事情を一切

理解しようとせず、頭ごなしに滞納者は

悪であると言い張るその団体の担当の

物言いに不快感を覚えました。債権回収

に力を入れている今の日本の奨学金事

業は、そもそも奨学金支給の目的を理解

していないのではないかと思ってしまい

ます。 

さて、６月上旬にカパティランの奨学

生の選考も終わり、継続、新規の大学生

7 名、高校生５名が新たにカパティラン

の奨学生になりました。 

今回の面接においては、これまでの奨

学生にはいなかった国をルーツに持つ

学生の話が印象的でした。その学生は、

グアテマラをルーツに持つのですが、面

接時グアテマラの男女差別についての話

になり、男性は学校に行き、女性は家事

手伝いをしていればいいというような、

男性らしさ、女性らしさなど性別による

役割分担をする考え方が根強く残ってい

るとのことでした。なお、ジェンダーバイ

アスによる問題点は、せっかくのその人

個人の個性や能力が尊重されず、生かさ

れないことになる等と指摘されています。

また、特に１５歳未満の女性が住み込み

で働く児童労働が今でもあり、そのため、

しっかりとした教育を受ける環境にない

とのことでした。教育があらゆる問題を

解決するわけではありませんが、多くの

可能性を閉ざしているのは間違いありま

せん。 

世界には、児童労働や貧困問題、男女

差別など、何重もの障壁により、個人の

可能性が閉ざされた状況に置かれた若

者が多くいます。この問題解決には多く

の人の協力が必要ですが、冒頭の奨学金

の回収の話ではないですが、少なくとも、

若者の支援に関わるのであれば、その目

的を忘れず、本当に必要な支援をして頂

きたいと思います。 

今回も学生たちとの面接を通して、そ

の支援の意味を再度考えさせて頂きま

した。本年度は、夏のキャンプは開催中

止になってしまいましたが、奨学生たち

が集まって開催するごはん会も再開し始

めています。まだまだ新型コロナの影響

は収まりませんが、みなさんと直接会え

る機会も増え、いろいろなことを教えて

もらえると期待しています。そのような

彼らを支えるため引き続きご支援をお

願いいたします。 
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２０２２年度 

新カパティラン奨学生 
今年は新規で４名の高校生が仲間入りし

ました。来日後、日本語学校を経て、高

校に入学した学生もいます。奨学金申請

時の作文をお届けします。 

作文テーマ「１０年後の自分」 

 

高校１年 S さん （フィリピンルーツ） 

 

１０年後の自分は、建築士になってい

て世界中を旅して、困っている人々のた

め、家を建てたい人々のために頑張って

います。建築士は、親切で真剣にその人

のために諦めず、綺麗な家を建てる。物

凄い達成感を得られる仕事です。このこ

とをイメージできたのは、祖父のおかげ

でした。憧れの存在です。祖父の仕事を

している最中の背中を見て、沢山の大工

に指示したり、目の前で家を設計したり、

その設計図がとても迫力のあるもので、

圧倒されました。 

ではなぜ自分は建築士になってから

世界に行くのでしょうか。その理由は、日

本で自分の住んでいる家が小さく、窮屈

と感じていた空間が、だんだんと慣れ、

今となっては、自分はその小さな空間で、

すごく安心することができたのがきっか

けです。日本で歴史、地理、公民と習って

いくにつれ段々と世界の人々が困って

いることに気がついていきました。例え

ば紛争の絶えない国で難民となり、恐怖

と戦っている人々、地震が多く建物の下

敷きになる人々、住む場所がなくなって

きている動物たち、人種差別、今となっ

てはウクライナ侵攻、コロナ感染者で悩

む人々など数えきれない問題があります。

その中でも自分が関係深いと思うのは、

空間、場所だと思います。大胆に言うと

家になります。よって強引にはなります

が そ の た め に は 建 築 士 と な っ て そ の

人々や動物たちが安心して暮らせる、そ

して窮屈を感じさせない家を建てていく

必要があると考えました。 

僕の好きな未来というのは明るく、仲

良く、元気な世界です。そのために、まず

恐怖をなくすために頑丈で圧迫感のな

い建物を発明する必要があります。発明

で必要とされるのは「1%のひらめきと

99%の努力である」と聞いたこともあ

ると思います。エジソンの名言です。これ

を参考にしてみると必要だと思うのは沢

山の人と出会い経験を積み、イメージを

広げること、沢山の勉強、運動、この３つ

だと自分は思います。この３つを成し遂

げ自分のゴールへと向かっていきたいと

思います。そして温かな生活を築きたい

と思います。 

 

高校１年 K さん（フィリピンルーツ） 

 

１０年後に私は、自分のやりたいこと

を仕事にして、働いていたいと思います。

そのためには、今年の４月から入学した

高校生活を充実させることがとても大事

だと考えています。小学生の頃から、ず

っと絵を書いています。最初は、小さな

ノートにラクガキのような絵を書いてい

ました。でも、絵を書くことはとても楽し

くて、気付けば、色々な絵を書いていた

り、小さなノートに書くだけではなく、ス

ケッチブックやｉＰａｄなど、本格的な道具

を使って書くようになっていました。絵

を書くことがとても楽しいことはわかっ

ていましたが、同時に道具をそろえるこ

とのむずかしさも感じました。家庭の収

入は厳しく、私のお小遣いだけではそれ

らの道具をそろえることはできません。

私は自分の書いた絵を母の友人たちに

見てもらって、将来自分がイラストを書

くことを仕事にしたい、そのために今の

自分に少しでも投資、本格的な絵を書く

道具をそろえることを支援してほしいと

お願いしました。母の友人たちは私の絵
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に関心を持ってくれて、結果私はｉＰａｄ

など、本格的に絵を書く環境を手に入れ

ることができました。高校に入学するこ

とも苦難がありました。私は小学生の高

学年から支援学級に入っていたので、成

績表のルールにより、一部の高校の入学

に制限がありました。支援高等学校の入

学をすすめられたりもしましたが、自分

の将来の夢であるイラストレーションの

仕事にかかわるためには、どうすればよ

いかを一生懸命に考えました。また、自

分自身どうすべきかを考えました。その

結果、今の高校に入学して、普通科のク

ラスの一員として楽しく授業を受けてい

ます。この生活を続け、自分の夢を叶え

て、１０年後も自分の希望に正直な自分

でいたいと思います。これからの高校生

活は、私も大人になる途中の過程でもあ

り、今まで以上の困難がたくさんあると

思いますが、自分に正直に、色々な問題

を乗り越えて、楽しい将来のために、頑

張っていきたいと思っています。 

 

高校２年 C さん（フィリピンルーツ） 

 

 今から１０年後の自分は 26 歳だ。正直、

１０年後の私は想像ができない。来年は

高校３年生になり、受験生になる。卒業

後の進路はどのような道を進んでいる

だろうか。就職し、社会人になる時には

学生と違って、今までにない経験や体験

をすることができるだろう。 

 高校の入学式。今と似たような心境だ

った。中学とは環境が大きく変わる。電

車に乗って通学し、制服も変わり、初心

に戻ることを味わった。不安もあった。

今、１年を振り返ると、得たこと、学んだ

ことは多くある。例えば、言葉の重み、責

任の重み。中学とはまた違う重さを感じ

た。誰でも初めてのことは、不安を感じ

るだろう。だが、やってみないと分から

ないことは多くある。きっとこれから、数

年後、数十年後、たくさんの不安を抱え

ると思うが、今までの経験を活かし、い

い変化を重ねていきたい。高校卒業後は、

大学に進学したいと考えている。今、グ

ローバル化が進む社会の中で生きてい

くには、英語力が必要不可欠になってい

くと思っている。大学では、多文化交流

をし、価値観を受け入れながら、最終的

には、留学をし、グローバルな仕事がし

たい。私は十年後の自分を想像できない

が、部活、行事、ボランティア活動など、

今出来ることを全うし、将来に繋げてい

きたい。 

 

高校３年 A さん（フィリピンルーツ） 

 

２９歳の私。あなたのことを考えると、

私と同じ子供時代を過ごしていますが、

私にはまだ知られていない未来を生き

ている、なじみのある見知らぬ人のこと

を考えることです。どのような人になっ

たのか?仕事で満足しているか?一生一

緒にいたい人を見つけたのか?答えはわ

かりません。しかし想像が出来ます。 

１０年後には、国をつなぐ仕事をし、言

語や文化の違いで困る外国人に手を貸

したいです。そのために、私は言語の勉

強に力を入れ、五か国語以上が話せるよ

うにします。今はタガログ語、英語、日本

語の三か国語が話せますが、スペイン語

や韓国語等もこれから学んでいきます。

より多くの言語を学ぶことで、より多く

の人々とコミュニケーションをとること

が出来るようになります。29 歳の私を

想像すると、通訳をしたり、生活に必要

となる書類を翻訳したりする自分が見え

ます。未来の私は知るべきことをまと

め、多国語の書物を作り上げるのに頑張

っているでしょう。大変だと思いますが、

人の助けになれると 信じると諦めず進

んでいくはずです。  

しかし、私はそれだけでは満足しませ

ん。１０年後の私は、子供の頃から夢だっ

た作家になっていると思います。その私
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はそれまで経験したことを忘れずに、立

派な小説を書き、また、人に希望や力を

与える作品を創作しているとイメージし

ます。今は時々詩を書いたり、ストーリー

を想像したりしていますが、自分の想像

力とクリエイティビティをより活かして人

を感動させる作品を作り出したいと思い

ます。それを出来るようになるのに、私

は、エッセイや小説風な日記を毎日書く

ようにしています。その上に、色々なジャ

ンルの小説や短編を読み、書き方等に注

目しています。  

私は自分を磨きながら自分自身を忘

れないようにします。今まで経験したこ

とや感じたこと、夢と希望を全部持って

未来に一歩ずつ進みます。人を感動させ

る様々なテーマについての作品を作ると

同時に国際的な仕事をして人の助けに

なる存在になりたいです。今の 19 歳の

私が望んでいる 29 歳の自分はそうい

う人です。 

 

■皆様のお支えに心から感謝申し上げ

ます。 

202２年４月～２０２２年７月（順不同・敬省略） 

≪個人献金≫ 

202２年４月 

菅谷恵康 宮﨑なを   

２０２２年５月 

菅谷恵康 宮﨑光  

2022 年６月 

安達真理子 三宅章 松村裕美子 

横内光乃 蒔田裕光 長谷川清純 

犬塚靖子 小澤和 塚本祐子 

飯塚みや子 本多峰子 髙橋理佳 

保坂久代 木村真理子 藁谷さた 

北村アイリーン  

2022 年７月 

野村紘子 山本和子 川崎葉子 

 

≪奨学金≫ 

横内光乃 戸田晴美 小田京子 

中野京子 関晴子 匿名２名 

安藤裕子*4 
 

 

（*数字は献金いただいた回数です）  

≪多文化共生ホームステイ≫  

関澄子  

≪後援会費≫ 

前田眞智子 大谷偕子 横内光乃 

三宅章 小林幸子 大竹邦子 

中村由佳 鳥井祥子 嶋﨑勢津子 

藁谷さた   

≪教会・学校・企業・NPO 等≫ 

八王子復活教会*毎月 宮古聖ヤコブ教会 

FAH こすもす  

立教女学院キリスト教センター 

難民移住労働者問題キリスト教連絡会 

ハワイコーヒーカンパニー合同会社 

  

ご支援をお願いいたします。 

■郵便振替 

名   義：カパティラン 

振替番号：00190-3-581517 

 

■銀行振込 三菱 UFJ 銀行 

名義：カパティランササモリタヅ 

口座番号：0150100 虎の門支店 

※銀行振込の際は通帳にお名前しか
記載されません。領収書をお送りい
たしますので、ご連絡をお願いいた
します。
kapatiran.tko@nskk.org 

 
■インターネット 

   Giveone カパティランで検索 

http://www.giveone.net/ 
※寄附金控除・税額控除あり 

※クレジットカード可 

■facebook  
 いいね！で支援 


